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本祭に向けて木造り  

山出しまで１週間を切った 3 月２７日、木造 

り作業が曳き出し地点の綱置場で行われました。 

新型コロナウイルス感染予防のためトレーラ 

ーでの運搬という前代未聞の寂しい山出しとな 

りますが、それにもめげずに引き継がれてきた 

技術を若い世代に継承することに重きを置き、 

各係が係長の指示のもとに若い力を引き出し、 

ベテランから若手までがみんなで力を合わせて 

一連の作業を行い、４月２日の山出しを待つば 

かりとなりました。 

 
仮置き場で出番を待つ前宮四之御柱 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
メ
ド
は
３
対 

各
地
区
で
用
意 

本 祭 に向 けて急 ピッチで準 備 
今
回
の
御
柱
祭
で
使
用
す
る
前
メ
ド
は
３
対
、 

後
メ
ド
は
２
対
で
す
。 

前
メ
ド
は
各
地
区
で
１
対
ず
つ
用
意
し
ま
す
。 

後
メ
ド
は
３
地
区
合
同
で
４
本
伐
採
し
て
、 

落
合
で
１
対
、
本
郷
と
境
で
１
本
ず
つ
を
作
成 

し
ま
す
。 

３
月
６
日
で
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」 

の
適
用
が
解
除
さ
れ
、
３
月
27
日
の
木
造
り
、 

４
月
２
日
の
送
り
出
し
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で 

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

３
月
13
日
に
は
各
地
区
で
前
メ
ド
の
伐
採
、 

皮
剝
き
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ 

か
ら
平
日
の
夜
も
利
用
し
て
、
足
掛
け
玉
縄
巻 

き
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

て
こ
棒
に 

「
諏
訪
大
社
」
焼
き
印 

小
梃
子
係
は
、
御
柱
祭
で
使
用
す
る
て
こ
棒 

56
本
と
大
て
こ
棒
６
本
に
「
諏
訪
大
社
」
の
焼 

き
印
を
押
す
作
業
を
、
３
月
13
日
に
上
社
本
宮 

で
行
い
ま
し
た
。 

て
こ
棒
は
曳
行
で
御
柱
の
方
向
を
操
作
す
る 

道
具
で
、
す
べ
て
に
番
号
を
振
り
、
誰
が
使 

用
す
る
か
を
警
察
署
に
届
け
出
ま
す
。 

山
出
し
の
曳
行
が
中
止
と
な
り
、
ト
レ
ー
ラ 

ー
で
運
搬
す
る
た
め
小
梃
子
係
の
活
躍
す
る
場 

面
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
里
曳 

き
で
は
小
梃
子
係
の
皆
さ
ん
が
大
活
躍
す
る
こ 

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

建
方
衆 

 

安
全
祈
願
と
現
地
確
認 

前
回
に
引
き
続
き
東
三
地
区
の
建
御
柱
を
請 

け
負
う
富
士
見
鉄
工
関
係
者
と
大
総
代
は
、
３ 

月
12
日
に
上
社
本
宮
で
安
全
第
一
で
滞
り
な
く 

無
事
に
前
宮
四
の
建
御
柱
が
で
き
る
よ
う
安
全 

祈
願
を
行
い
ま
し
た
。 

五
味
幸
太
郎
大
総
代
は
「
み
ん
な
が
心
を
一 

つ
に
し
て
作
業
が
無
事
に
進
め
ら
れ
る
よ
う 

に
」、
小
林
弘
幸
社
長
は
「
安
全
を
第
一
に
考 

え
、
心
で
建
て
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
前
宮
で
現
在
の
前
宮
四
之
柱
を
基 

点
に
測
量
機
器
を
使
っ
て
引
付
け
位
置
、
足 

場
や
綱
を
置
く
位
置
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま 

し
た
。 

氏
子
相
互
の 

安
全
・
安
心
・
健
康
を
祈
願 

木
造
り
を
控
え
、
各
係
が
急
ピ
ッ
チ
で
山 

出
し
祭
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

各
係
が
安
全
に
作
業
を
進
め
、
里
曳
き
、 

建
御
柱
ま
で
携
わ
る
す
べ
て
の
氏
子
が
安
全
、 

安
心
、
健
康
で
御
柱
祭
を
終
わ
る
こ
と
が
で 

き
る
よ
う
、
３
月
20
日
に
上
社
前
宮
で
大
総 

代
、
正
副
幹
事
長
、
係
長
、
事
務
局
に
よ
る 

安
全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
初
の
予
定
で
は
副
係
長
、
御
頭
郷
総
代 

全
員
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
富
士
見
町
内 

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
し 

て
い
る
こ
と
か
ら
、
急
き
ょ
参
列
者
を
限
定 

し
て
の
安
全
祈
願
と
な
り
ま
し
た
。 

 
係
長
に
よ
る 

里
曳
き
の
現
地
踏
査 

安
全
祈
願
の
後
、
係
長
に
よ
る
里
曳
き
の 

曳
行
ル
ー
ト
の
現
地
踏
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
初
は
関
係
す
る
正
副
係
長
で
行
う
予
定 

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大 

防
止
対
策
に
よ
り
係
長
に
限
定
し
て
、
御
柱
屋 

敷
か
ら
前
宮
の
建
て
位
置
ま
で
の
曳
行
ル
ー
ト 

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。 



 
 
 
 

 

山 出 し目 前 

3 月 25 日に仮置き場において、上社大総代の皆さ 
んによる御柱搬出の準備と整理が行われました。 

綱 置 場 へ 移 動 
御 柱 木 造 り 
 

3 月 26 日に仮置き場から綱置場へ御柱が運ばれま 
した。あいにくの雨の中、斧方係長の指示のもとに斧 
方衆により墨入れ作業が行われました。 

 

3 月 27 日、山出しに向けて木造り作業が行われまし 
た。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、作業 
人数を 100 名以内に制限して、各係ごとに交代しな 
がら作業に当たっていました。 メドに飾られる横断幕 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
・
氏
子
総
代
合
同
会
議
を
開
催 

３
月
11
日
に
東
三
地
区
の
区
長
・氏 

子
総
代
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
、
区 

長
・
氏
子
総
代
合
同
会
議
が
乙
事
公
民 

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に 

よ
り
、
４
月
２
日
か
ら
予
定
さ
れ
て
い 

た
山
出
し
は
氏
子
に
よ
る
曳
行
は
諦
め 

 

山
出
し
、
里

曳
き
の
日
程

等
を
説
明 

里
曳
き
に
つ
い
て
は
、
２
日 

目
（
５
月
４
日
）
に
綱
渡
り
か 

ら
前
宮
へ
の
曳
行
、
そ
し
て
引 

付
け
か
ら
冠
落
し
ま
で
を
行
い
、 

３
日
目
（
５
月
５
日
）
に
午
前 

９
時
か
ら
前
宮
の
４
本
の
御
柱 

が
一
斉
に
建
御
柱
を
行
う
と
い 

う
現
時
点
で
決
定
し
て
い
る
日 

程
が
説
明
さ
れ
、
里
曳
き
に
参 

加
す
る
役
員
と
係
員
の
取
り
ま 

と
め
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

な
お
、
従
来
の
里
曳
き
祭
が 

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
氏
子
の 

曳
き
子
募
集
を
行
い
ま
す
が
、 

諏
訪
大
社
大
総
代
会
ガ
イ
ド
ラ 

イ
ン
で
は
感
染
レ
ベ
ル
４
以
上 

で
曳
き
子
の
参
加
は
不
可
と
な 

っ
て
お
り
、
感
染
状
況
の
推
移 

を
見
な
が
ら
４
月
中
旬
頃
を
目 

途
に
参
加
の
可
否
を
決
定
し
ま 

す
。 ま

た
、
昨
年
度
の
会
議
で
承 

認
い
た
だ
い
て
い
る
収
支
予
算 

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ 

 

ト
レ
ー
ラ
ー
で
御
柱
屋
敷
ま
で
運
搬
す 

る
こ
と
に
つ
い
て
、
決
定
ま
で
の
経
緯 

と
内
容
を
報
告
し
て
理
解
と
協
力
を
お 

願
い
し
ま
し
た
。 

今
後
に
つ
い
て
、
山
出
し
に
当
た
り 

仮
置
き
場
か
ら
綱
置
場
へ
の
移
動
（
３ 

月
26
日
）、
木
造
り
（
３
月
27
日
）、 

富
士
見
町
木
遣
り
保
存
会 

富
士
見
町
木
遣
り
保
存
会
で
は
、
山 

出
し
を
前
に
３
月
21
日
に
東
三
地
区
と 

富
士
見
地
区
の
木
遣
り
師
が
集
ま
り
、 

仮
置
き
場
で
木
遣
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。 

山
出
し
の
曳
行
が
ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ 

る
運
搬
と
な
り
、
山
出
し
で
大
勢
の
氏 

子
に
向
か
っ
て
鳴
く
は
ず
だ
っ
た
木
遣 

り
を
、
東
三
地
区
は
前
宮
四
之
御
柱
の 

前
で
、
富
士
見
地
区
は
本
宮
四
之
御
柱 

の
前
で
、
御
柱
へ
の
感
謝
と
今
後
の
安 

全
無
事
を
願
っ
て
、
木
遣
り
師
一
人
ひ 

仮

置

き
場

で
木

遣

り
奉

納 
 

令和４年御柱祭 

東三地区氏子会（本郷・落合・境） 

http:∥ｒ４ｈ３．ｗｗｗ２．ｊｐ 

 

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
計
画
さ
れ
て
い 

た
本
祭
の
実
施
内
容
が
大
き
く
変
更
さ 

れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
減
額
修
正
案 

が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

富士見町内で新型コロナ感染者が急増しています 

基 本 的 感 染 予 防 対 策 の 徹 底 を ！
☆ 感 染 が疑 わしい人 は自 主 的 に参 加 しない 

☆ 感 染 し ても無 症 状 の場 合 もあるので 要 注 意 

☆ ガイドラインに沿 って基 本 的 感 染 対 策 を行 う 

☆ 健 康 チェック調 査 表 により自 己 管 理 を 

と
り
が
交
互
に
心
を
込
め
て
、
そ
れ
ぞ 

れ
の
御
柱
と
御
小
屋
山
に
向
か
っ
て
力 

強
く
高
ら
か
に
鳴
き
響
か
せ
て
い
ま
し 

た
。 山

出
し
の
ト
レ
ー
ラ
ー
で
の
運
搬
は
、 

偶
然
に
も
東
三
地
区
が
担
当
す
る
前
宮 

四
之
御
柱
と
金
沢
・
富
士
見
地
区
が
担 

当
す
る
本
宮
四
之
御
柱
は
、
並
ん
で
１ 

台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
に
積
み
込
ま
れ
て
御 

柱
屋
敷
へ
と
向
か
い
ま
す
。 


